
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第６学年 道徳科学習プログラム 

周りのことを思って行動し， 

よりよい須波小学校にしていこう。 

ねらい 人々のために働いていくことの素晴らしさについて考え、将来の自分に生かしていこうとする心

情を育てる。 

 
学習過程 

児童の意識の流れ 体験活動，家庭・地域との連携 道徳科 教科・領域等 時期 

周りの人のことを考えて行動し，自分のためだけでな

く，誰かのために行動できるクラスにしよう。 

「最後のおくり物」 

B 親切 思いやり 

親切にされる側はもちろ

ん，相手の立場になって親

切にする側にも喜びがあ

ることに気づき，進んで思

いやりをもち，親切にしよ

うとする心情を育てる。 

「母の仕事」 

C 勤労 公共の精神 

働くことの意義を理解し，

社会に奉仕する喜びを知

って，公共のために役立つ

ことをしようとする心情

を育てる。 
社会科「わたしたちのく

らしと日本国憲法」 

わたしたちのくらしと日

本国憲法がどのように結

びついているのか，考え

ることが出来る。 

委員会・クラブ活動 

【体験活動における道徳

教育の視点】 

 最高学年として，下級生

のためにより良い活動に

していこうとする心情を

育てる。 

クリーン活動 

【体験活動における道徳

教育の視点】 

 自分が住む地域の清掃

活動を通して，誰かのため

に何かをしようとする心

情を育てる。 

特別活動「委員会・クラ

ブを楽しく」 

委員会・クラブが楽しく

なるように，６年生とし

ての役割を考え，伝える

ことが出来る。 

自分のためだけにするわ

けではないから，相手のこ

とを思って行動しよう。 

児童会，委員会，クラブの

リーダーなど，周りのこと

を考えてできるかな。 

社会に出て働く中でも，誰

かのために何かをしてあ

げたいな。 

６年生として，須波小学校

がよりよくなるために，下

級生のことを思って行動

していきたいな。 
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